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はじめに
　本稿はアフリカのマラウイを対象に，初等学校
の「無資格教員」に焦点を当て，彼らが如何に教
員になり，地域社会が如何なる意図を持って雇用
していたのか，明らかにしたものである。他のア
フリカの途上国と同様，マラウイでも教員養成制
度の未整備，関連のリソース不足から1964年の
独立以降，慢性的な教員不足の状況であった。特
に，1980年代後半からは国際社会の支援を受け，
初等教育における児童数が急増した。さらに，構
造調整政策の失敗による教員の離職率上昇も重な
り，教員不足が深刻化した。この教員不足を補填
した機能が，児童の保護者を中心とした地域住民
が雇用していた「無資格教員制度」であった。無
資格教員は，教員資格を有していない教員として
教壇に立ち，正規教員と同様に授業を実施してい
た。マラウイの無資格教員は厳密には，2 つの区
分に分けられる。1 つ目は，“Temporary teacher” 
と呼ばれる代用教員である。代用教員に対しては，
政府から給与が支払われていた（正規教員の 8 割
～ 9 割程）。そのため代用教員は身分としては，
公務員となった。もう 1 つは，“Volunteer teacher”
と呼ばれる政府非公認の教員である。1994年に
は，マラウイでは教壇に立つ初等教員の半数以上
（54.7%）がこれら 2 種類の「無資格教員」であっ
た（Malawi, 2008）。
　本稿では，マラウイの無資格教員が如何なる特
性を有していたのか，また無資格教員と地域住民
の関係性にも着目して論を進める。構成としては，
まず初めに当該無資格教員登用制度が発生，制度
化していった過程を概観する。次に，現地調査の
方法について説明する。そして，現地調査の結果
を示した後，最後に当該調査結果の分析，考察を
述べる。
１．マラウイの無資格教員雇用制度
　本節では，マラウイの無資格教員の雇用制度と
当該制度の廃止までを時系列的に概観し，国策と
しての無資格教員の位置づけを確認しておく。東
南部アフリカのほぼ中央に位置するマラウイは，
1964年に英国から独立以降，一党独裁制を敷い
た。教育普及においては，与党のMCP（Malawi 
Congress Party）が各地域に組織した青少年活動組
織MYP（Malawi Young Pioneer）が独立以降しば
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らくの間，大きな役割を果たした。MYPには青
少年だけでなく，壮年者も参加し，政治・経済・
産業の各分野における地域の中心的な役割を担っ
た。MYPの活動資金は政府から一律に支給され，
政治活動から地域のインフラ整備（学校建設や教
員宿舎の建設を含む）まで幅広く請け負った。そ
して，教員雇用においても，正規の有資格教員だ
けでは不十分とMYPが判断した場合，MYPメン
バーの中でも特に児童を持つ保護者が，教員を独
自に雇用していた。マラウイにおける「無資格教
員」とは，実質，MYPが雇用した教員がその大多
数を占める。上述した通り，無資格教員には 2 種
類あり，その内 “Volunteer teacher” には国から給
与が支払われなかったため，MYPが給与も支給す
る必要があった。そのため，実質的に教員の雇用
権だけでなく，罷免権に関してもMYPが有して
いた。つまり，保護者は教員給与の一部を負担す
る一方で，教員人事に関して大きな権限を保有し
ていたということになる。
　その後，1994年にマラウイ初の国民総選挙が実
施され，野党，統一民主戦線（United Democratic 
Front: UDF）が勝利した。UDFは選挙公約に初等
教育 8 年間の義務化・無償化を掲げていた。無償
化と同時に制服代の徴収も廃止になり，総就学者
数は約190万人（1993年）から約286万人（1994
年）へと激増した（Malawi, 2008）。一方，多党民
主制に移行したことに伴い，MYPの活動は一気に
縮小，廃止注 1 の方向へ向かった。保護者として
は，無償化に伴い，国が全て教育費を請け負うべ
きだという考え方になり，自分たちで新たに費用
を負担して教員を雇うという風潮は衰退していっ
た。学校に必要な費用を保護者が負担しなくな
り，教員の雇用権も失った結果として，保護者と
学校との関係性は急激に希薄化したとされている
（Kunje, 2006）。その一方で，マラウイ政府は初等
教育開発の担い手として，国際援助機関からの支
援に大きく依存し始めた。折しもEFA（万人のた
めの教育）世界会議が1990年に開催され，初等教
育の完全普及に国際社会の関心が高まっていた時
期であり，様々な援助介入が実施された。国際社
会から提案された政策の 1 つに「児童数対教員数
の割合（The Ratio of Pupils to Teacher: 以下PTR）」
があり，マラウイ政府は教員数の増加を国家教育
政策に取り込んでいった。しかしながら新たに教
員養成校を設立する時間，経費，講師など必要リ
ソースも不足していたため（Lewin, 2004），無資
格教員の有資格化をもって教員数の増加に取り組
んだ。以下の図は，マラウイの教員養成課程の変
遷を時系列で示したものである。
　上の図の中にあるDFID，世界銀行，GTZの
主導によって立案，運営された教員養成課程
MIITEPは，対象を「5 年以上勤務している教員」
とし，当該制度によって，多くの無資格教員が
有資格化された。合わせてMIITEPが開始された
1997年から政府方針として無資格教員の採用制度
が廃止された注 2。以上，これまでマラウイ初等教
育における無資格教員制度の採用開始から制度廃
止に至るまでの経緯を国の制度として概観し，実
際の無資格教員の雇用に関しては，地域社会が大
きな役割を担っていたことが確認された。次節で
はこの無資格教員が，如何なる経緯で教員になり，
地域社会が如何なる意図を持って無資格教員を雇
用していたのか調査した現地調査の方法について
示す。
２．調査方法
　本節では現地調査の方法について説明する。
2010年～ 2012年にかけて，無資格教員として勤
務経験のある38名と保護者15名にインタビュー
調査を実施した。無資格教員に対しては，各人の
ライフヒストリーについて調査し，如何なる経緯
で教員になったのか，尋ねた。保護者に対しては，
雇用，罷免の際の経緯を中心にインタビュー調査
を実施した。調査地は　①ルンピ（北部，トゥン
ブカ族），②サリマ（湖畔部，チェワ族＋ヤオ族），
③ソンガニ（南部，チェワ族）の 3 地区であり，
計17校を対象に，スノーボール方式に対象者を選
定していった。
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３．調査結果
３．１　無資格教員に対するライフヒストリー調査
まず，対象教員 1 名ずつに以下のようなライフヒ
ストリーの作成を依頼し，その後インタビューを
実施したが，その結果，女性の無資格教員が最初
から教職を希望していたケースが大多数であった
一方，多くの男性無資格教員経験者（18名 /23名
中）が最初のキャリアとして教員を目指したわけ
ではなく，一度町へ出るなどして教職以外のキャ
リアを志向していたことが判明した。
　上記のような教員経歴は，典型的な男性の無資
格教員経験者のキャリアである。上記の調査対象
者は一度，サリマという小さな町まで出て職を得
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注 1） MASTEP―Malawi Special Distance Teacher Education Program（数週間の大学での訓練の後，初等学校にお
ける実地訓練をし，最後に大学で試験を受ける合計 3 年間の遠隔地教員養成課程）
注 2） MIITEP―Malawi Integrated In-service Teacher Education Program（3 か月の大学での訓練の後，20か月の初
等学校における実地訓練）
注 3） IPTE―Initial Primary Teacher Education（1 年間大学における訓練の後，1 年間初等学校における実地訓練
注 4） ODL―Open Distance Learning（2008年 2 月現在マラウイ政府が導入しようとしている遠隔地教員養成）
出典）EMIS Education Statistics 2006, Malawiを基に筆者作成 
図1　マラウイ初等教員養成課程の推移
• 13歳 3 月 プライマリ－を中退（ 7 年生）
• 17歳 9 月 セカンダリー入学
• 18歳 5 月 セカンダリー中退と同時に首都に出る
• 19歳 1 月 ミニバスコンダクターの仕事を見つける
• 20歳 3 月 職を失い，サリマ（地元）に帰る
• 21歳 11月 結婚
• 22歳 10月 セカンダリースクールに再度，通学開始
• 23歳 9 月 無資格教員としてサリマの初等学校で勤務開始
• 23歳 10月 初等学校修了資格取得
• 29歳 MIITEPにより「有資格教員」となる
• 35歳 副校長に昇進
• 38歳 現在に至る（副校長先生）
サリマの無資格教員経験者（男性38歳）の現在までのキャリア一覧
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たが，勤務先の都合で職を失い，故郷の村に帰っ
てきた。それから地元の女性と結婚し，翌年から
教員として初等学校で働き始めている。その後，
プライマリースクールやセカンダリースクールに
通い直し，有資格化プロジェクトにより「有資格
教員」となって現在に至る。このようなキャリア
形成が男性の無資格教員の典型的なパターンであ
ることが判明した。さらに興味深いことに彼らが
初等学校通学時には，ムツゴレリという役割を経
験していることが多いことが判明した。ムツゴレ
リとは，マラウイの現地語であるチチェワ語であ
り，「教員補助員（Mtsugoreli）」という意味を表
す。英語で置き換えると「TA: Teaching Assistant」
という言葉が該当する。ムツゴレリには，各学校
における児童のリーダー格が任命される。ムツゴ
レリに任命されるのは，大柄な男児で全員が指示
に従うような児童が多かった。日本の学校に置き
換えると学級委員のような存在である。しかしな
がら，日本の学級委員は成績が良い児童，つまり
比較的頭脳明晰な児童が選ばれる傾向があるが，
ムツゴレリの場合は頭脳よりも指導力が重視され
た。つまり，昔の日本のガキ大将的存在をイメー
ジする方が学級委員よりも近いだろう。ムツゴレ
リに選出された児童は，学校の風紀を管理する役
目が与えられた。休み時間でも木の枝を持ち，鞭
代わりに騒いでいる低学年の児童たちを追い払う
ことや指導することが仕事として与えられてい
た。このような風景は，現在でもマラウイではほ
とんど全ての学校において確認される。ムツゴレ
リは，各学校に 1 人というわけではなく，複数名
存在する場合や交代制を取る学校も存在したとの
ことである。4 年制の学校では，4 年生がムツゴ
レリに選出されることがほとんどであったが，8
年制の学校では 5 年生や 6 年生の中学年の児童か
ら選出されることが多かったとのことである。女
子児童もムツゴレリに選出される事がある。特に
女性教員は好んで女子児童を補助員にしていたと
のことである。しかし，女子のムツゴレリの場合
は，他の児童の指導ということはほとんど実施し
なかった。女子の場合は，男子よりも「授業の補
助員」という位置づけであった。しかし，そもそ
も女性教員の数が少なかったこともあり，女子ム
ツゴレリの数は男のムツゴレリよりも少なかった
とのことである。当時は，ムツゴレリに選出され
るような優秀な児童であっても，必ずしも初等学
校を修了するわけではなかった。特に 8 年制の学
校に通学しているムツゴレリの場合は，5 年生や
6 年生で退学してしまうことも多々あった。そし
て，男子のムツゴレリの多くは10代半ばになると
一般の若者同様，MYPのメンバーになったり，街
に出て仕事を探したり，国外に出稼ぎに出たりし
ていた。しかし社会に出たムツゴレリが一般の若
　写真は2012年現在のムツゴレリである。最近のムツゴレリは，木の棒ではなく，三角定規を保持し，
統制を効かせるのが流行しているとの事である。
写真：近年のムツゴレリ　Chikoza Phiri 撮影
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者と異なる点は故郷の学校に戻り，教員になるこ
とが多かったことである。
３．２　保護者に対するインタビュー調査結果
　保護者に対して実施したインタビュー内容は，
主に以下の 2 点である。1 点目は「如何なる基準
で無資格教員を採用していたのか」，2 点目は「教
員を罷免する割合は実際にどの程度で，如何なる
事例の際か」という点である。調査の結果，教員
雇用に関しては，対象17校，インタビュー対象
者15名，いずれからも明確な基準は聞かれなかっ
た。MYPと教員からなるメンバー内での話し合い
による「合議」により決定されていたとのことで
ある。
　一方，無資格教員を罷免したケースは，今回
の調査からは 3 例のみが確認されたが ,いずれも，
児童に対する非社会的行為（いじめ，レイプ等）
が発覚した事例であったことが確認された。
　以上，保護者からのインタビュー調査から得ら
れた結果と無資格教員のライフヒストリーを合わ
せて，次節で分析，考察を加える。
４．分析・考察
　本節では，上記の調査結果を分析した結果を示
す。まず，如何なる人物がマラウイの無資格教員
になっていたかという点については，明確な基準
を設けていないものの，ムツゴレリに代表される
ような地域住民の若者が多かったということであ
る。多くの大学を出ていないムツゴレリたちは無
資格教員として採用され，教鞭を執ることにな
る。もちろん，ムツゴレリの中には，初等学校を
修了し，中等学校に進み，大学に進学するケース
もあったであろう。大学を修了して教職をキャリ
アとして選択し，有資格教員になったものも存在
するであろう。しかし，そのようなケースは，極
めて稀であった。多くのムツゴレリは，一般の若
者と同様，もしくは一般の若者以上に街に出て，
一儲けしようという「マラウイアンドリーム」を
描き，実行していた。しかしながら70年代～ 90
年代前半のマラウイのGDP / capは100$程度であ
り，産業が発展していたわけではない。街に出て
も成功する若者は稀であった。さらに，マラウイ
の教員の場合は，無資格，有資格に関係なく公務
員として認識され，額は異なるが，政府から給与
が支給される。時代によって多少の違いはあるが，
無資格教員でも初任給与は，マラウイ社会全体で
考えると上位 5％に入る給与額であった（World 
Bank, 2010）と言われている。つまり，無資格教
員よりも良い収入を得られる仕事は，街に出ても
得られる可能性は低いということである。そのた
め，少なくないムツゴレリたちは地域を出て暫く
すると，社会の厳しさを直面し，帰郷し，無資格
教員になることが多々あったのではないか。MYP
側としてもムツゴレリであれば，信頼性が高く，
採用に結びつきやすいという事情もあったことが
推測される。
　そして，1970年代～ 90年代当時は，無資格 /有
資格に関係なく教員として，長年その地域の学校
で勤め上げた男性は，定年後，地域のリーダーと
して，村の村長（Village Master）や代表（Village 
Leaders）の 1 人として活躍することが多々あった。
そのため，当時の教員は社会的責任が強く，学校
の中だけでなく，地域のリーダーとしての自覚も
あった。また，地域住民も教員を自分たちのリー
ダーとして捉えていた。実際に，地域の中で現金
収入が得られる人は少なく，教員は現金収入が得
られる貴重な人材であった。そのため，急な冠婚
葬祭が出来た時などは頼りにされていたというこ
とである。当時の教員は学校では必要以上に尊敬
される対象であり，児童がムプンジッチー（教員）
と話す時には膝まずき，目も合わせることも許さ
れなかった。現在でも農村部では，そのような習
慣が確認される。MYPは教員を退職したVillage 
MasterやVillage Leadersの家を優先的に建設して
いた。その次は，地域の誰の家よりも教員住宅を
優先したと言われている。
　このような事情から，判断するとMYPを中心
とした地域社会が無資格教員を雇用するといの
は，単に教員を雇用するという事ではなく，地域
の将来的なリーダーを確保，養成するという意味
合いが強かったのではないだろうか。児童の学習
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成果に如何に寄与する教員であるかという，「学
力に対する教授能力重視」ではなく，将来有望な
地域の若者の雇用を重視したのではないか。つま
り，学問的に優秀な人材を教員として雇用したの
ではなく地域の治安維持としての機能を教員に期
待し，その人材確保，生活保障としての無資格教
員の雇用だったのではないだろうか。
　ムツゴレリ制度とは，一義的には学校教育の円
滑化に資する制度であったと同時に，背景には雇
用側が地域にとってのメリットを最優先に考えた
制度であったと把捉することが出来る。
おわりに
　本稿では，無資格教員の雇用実態と特性を通じ
て，将来，地域社会に貢献し得る若者の社会保障
や地域の統制，といった地域社会のメリットを高
い優先順位に置き，教員を雇用していたのではな
いか，ということが判明した。ただ本研究で対象
とした教員は，非常に限定的であり，対象地域も
3 つの地域のみである。そのため，本調査結果が，
マラウイ全体を代表しているわけではなく，一面
のみを示していることは否定できない。さらに，
分析部分に関しても筆者の推測の域を出ないもの
が多く，客観性に乏しいことも否定出来ない。い
ずれも今後の研究の課題としたい。
注
注 1　MYPへの資金援助に代わる政府から初等学校に対
する交付金は，ほとんど支給されず，2006年から
ようやく開始された。しかもその財源はDFID（英
国国際開発庁）の援助によるものであった（澤村
2009）。
注 2　無資格教員の採用廃止後も，既に勤務している無
資格教員に関しては，引き続き政府から給与が支
払われ続けた。
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